
 

 

 

令和３年６月の高潮浸水想定区域図の公表による 

「ボトルネックの抽出と解決策」の再検討結果について 

 

 

 

 

令和４年６月 

 

 

令和３年６月に水防法の規定に基づき、愛知県は高潮浸水想定区域を指定し、

高潮浸水想定区域図を公表した。 

平成 26年度の高潮浸水想定の検討結果から被害想定に対するボトルネックと解

決策の検討がなされているが、令和３年度に公表された高潮浸水想定の前提条件

と平成 26年度の高潮浸水想定の前提条件では異なる点が存在することから、令和

３年度に被害想定に対する新たなボトルネックの定義と解決策の再検討を行っ

た。 

当該資料は、再検討した結果の詳細な内容を記したものである。 





 

 

＜目     次＞ 

 

1. 高潮浸水想定の見直し .................................................... 1 

1.1 高潮回避対策の前提条件の比較 ........................................... 1 

1.2 被害想定に対するボトルネックと解決策、構成 ............................. 2 

1.3 被害想定に対するボトルネックと解決策の再検討 ........................... 3 

1.4 R３年度と H26年度の高潮浸水想定 ........................................ 4 

1.5 R３年度と H26年度の高潮浸水想定の差 .................................... 5 

1.5.1 三河港全体図 ....................................................... 5 

1.5.2 蒲郡地区........................................................... 6 

1.5.3 大塚地区御津地区 ................................................... 7 

1.5.4 神野地区........................................................... 8 

1.5.5 明海地区........................................................... 9 

1.5.6 田原地区_1........................................................ 10 

1.5.7 田原地区_2........................................................ 11 

1.6 被害想定に対する新たなボトルネック .................................... 12 

1.6.1 高潮浸水想定の差が大きい地区 ...................................... 12 

1.6.2 蒲郡地区.......................................................... 13 

1.6.3 大塚・御津地区 .................................................... 14 

1.6.4 神野地区とその背後地 .............................................. 15 

1.6.5 田原地区_1........................................................ 16 

1.6.6 田原地区_2........................................................ 17 

1.7 ボトルネックの項目や内容と解決策の修正 ................................ 18 

 

 

 





1. 高潮浸水想定の見直し 

1.1 高潮回避対策の前提条件の比較 
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1. 高潮浸水想定の見直し 

1.1 高潮回避対策の前提条件の比較 

三河港 BCP の高潮回避対策の前提条件は、愛知県沿岸部における津波・高潮対策検討会

（2013）の以下の被害想定ケースのうち、シナリオ Case⑤を設定している。 

 

図- 1.1.1 高潮浸水予測の想定シナリオ 

出典）愛知県沿岸部における津波・高潮対策検討会（2013）の被害想定ケース 

 

しかしながら、R３年６月に愛知県より高潮浸水想定区域図が公表された。R３年度と H26

年度の浸水想定条件等の比較は下記の通り。特に、河川流量や各決壊条件が大きく異なっ

ている。こうしたことから、R３年度の浸水想定や前提条件考慮した港湾 BCPの改訂検討が

必要であることがわかる。 

 

図- 1.1.2 浸水想定の前提条件等の比較 

出典）愛知県高潮対策検討委員会資料 



1. 高潮浸水想定の見直し 

1.2 被害想定に対するボトルネックと解決策、構成 
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1.2 被害想定に対するボトルネックと解決策、構成 

三河港 BCP では、地震・津波、高潮の被害想定に対して、以下のようなプロセスでボト

ルネックを抽出し、解決策の検討（事前対策と発災後の行動）を行っている。 

R3 年度の浸水想定の公表により、浸水想定の前提条件が変わることで、新たなボトルネ

ックが発生し、それらに対する解決策を検討する必要がある。 

ボトルネックの抽出

①被害想定結果、復旧目標に対するシミュレーション結果
②現状の体制及び各関係機関の行動を確認（H26.2 意見交換会実施）
③東日本大震災等、過去の大規模災害における事例 等
④物流ワークショップでのボトルネックの洗い出し（H26.8~9）

解決策の検討

①東日本大震災等、過去の大規模災害における解決策の事例、教訓
②各関係機関の意見（ヒアリング・アンケート・作業部会）
③東北地方整備局の事業計画策定の手引き（案）（H24.3）
④④物流ワークショップでの解決策の検討（H26.8~9）

事前対策 発災後の行動

・役割分担（主体対応者）を明確化
・アクションプランを作成（ハード・
ソフト） など

・タイムラインで整理
・各関係機関の役割分担を明確化

など
 

図- 1.2.1 被害想定に対するボトルネックと解決策 

 

地震津波・高潮災害による被害想定に基づくボトルネックと解決策の構成について以下

に示す。R3年度と H26年度の被害想定を比較することで得られた課題（ボトルネック）が、

以下に示す既存のボトルネックと解決策の構成で対応できるか否か検討する必要がある。 

外郭施設（防波堤）
被害想定結果

水域施設
被害想定結果

臨港交通施設（道路）
被害想定結果

臨港交通施設（橋梁）
被害想定結果

臨港交通施設（沈埋トン
ネル）
被害想定結果

臨港交通施設（臨港鉄
道）
被害想定結果

港湾利用者の施設

ボトルネック

課題 内容

解決策（案）

事前対策 発災後の行動

 

図- 1.2.2 被害想定に対するボトルネックと解決策の構成 

出典）各港 BCP【港湾物流編】付属資料 

 

 



1. 高潮浸水想定の見直し 

1.3 被害想定に対するボトルネックと解決策の再検討 
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1.3 被害想定に対するボトルネックと解決策の再検討 

R３年度に公表された高潮浸水想定の前提条件と H26年度の高潮浸水想定の前提条件では

異なる点が存在する。 

H26 年度の高潮浸水想定の検討結果から被害想定に対するボトルネックと解決策の検討

がなされているが、R３年度の公表を経て、新たなボトルネックの定義と解決策の検討が必

要となる可能性がある。 

こうしたことから、被害想定に対するボトルネックと解決策の再検討を行った。下記に、

新たなボトルネックとその解決策の検討フローを示す。 

 

 

現状の課題 R3年度とH26年度の高潮浸水想定の前提条件が異なる

懸念事項 既存のボトルネックとその解決策の考え方で対応可
能な問題もあるが、新たなボトルネックの定義と解
決策の検討が必要となる可能性がある。

現状の課題に対する解決方法

①R3年度とH26年度の高潮浸水想定の差の比較

②高潮浸水想定の差が大きいエリアとそのボトルネックを抽出

③ボトルネックの定義と解決策の検討状況の確認及び修正

こうしたことから、被害想定に対するボトルネックと解決策の再検討が必要である。

・各年度を正当に比較するため、双方において浸水想定がなされている
エリア（メッシュ）同士を比較した。

・必要に応じて抽出されたボトルネックの定義や解決策の検討を行った。

・被害想定がなされている施設において、大きな変化がないか。

 

図- 1.3.1 新たなボトルネックとその解決策の検討フロー 

 

 

 



1. 高潮浸水想定の見直し 

1.4 R3 年度と H26 年度の高潮浸水想定 
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1.4 R３年度と H26 年度の高潮浸水想定 

R３年度と H26年度の高潮浸水想定図を比較し、浸水想定が大きく異なっている点につい

て整理した。河川の中州や河川付近の土地の浸水想定が特に高くなっていることが分かる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図- 1.4.1 三河港 R3 年度と H26 年度の高潮浸水想定 

注 1）浸水想定は地盤面を基準にどれだけ浸水しているかを計算した結果である。 

注 2）浸水域や浸水深は、局所的な地形の凸凹や建築物の影響を受ける。 

 

 

 

浸水想定 (R3) 浸水想定 (H26)



1. 高潮浸水想定の見直し 

1.5 R3 年度と H26 年度の高潮浸水想定の差 
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1.5 R３年度と H26 年度の高潮浸水想定の差 

本節では、R３年度と H26年度の高潮浸水想定の差を比較した。R3年度と H26年度の高潮浸水想定の差（R3-H26）について以下に示す。 

 

1.5.1 三河港全体図 

 

図- 1.5.1 三河港 R3 年度と H26 年度の高潮浸水想定の差 

 

 



1. 高潮浸水想定の見直し 

1.5 R3 年度と H26 年度の高潮浸水想定の差 
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1.5.2 蒲郡地区 

 

図- 1.5.2 三河港高潮浸水想定の比較 蒲郡地区 

 



1. 高潮浸水想定の見直し 

1.5 R3 年度と H26 年度の高潮浸水想定の差 
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1.5.3 大塚地区御津地区 

 

図- 1.5.3 三河港高潮浸水想定の比較 大塚地区御津地区 

 



1. 高潮浸水想定の見直し 

1.5 R3 年度と H26 年度の高潮浸水想定の差 
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1.5.4 神野地区 

 

図- 1.5.4 三河港高潮浸水想定の比較 神野地区 

 

 



1. 高潮浸水想定の見直し 

1.5 R3 年度と H26 年度の高潮浸水想定の差 
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1.5.5 明海地区 

 

図- 1.5.5 三河港高潮浸水想定の比較 明海地区 

 



1. 高潮浸水想定の見直し 

1.5 R3 年度と H26 年度の高潮浸水想定の差 
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1.5.6 田原地区_1 

 

図- 1.5.6 三河港高潮浸水想定の比較 田原地区_1 

 



1. 高潮浸水想定の見直し 

1.5 R3 年度と H26 年度の高潮浸水想定の差 
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1.5.7 田原地区_2 

 

図- 1.5.7 三河港高潮浸水想定の比較 田原地区_2 

 

 



1. 高潮浸水想定の見直し 

1.6 被害想定に対する新たなボトルネック 
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1.6 被害想定に対する新たなボトルネック 

1.6.1 高潮浸水想定の差が大きい地区 

R3年度と H26年度の高潮浸水想定の差（R3-H26）が顕著に表れている地区は以下の赤枠に示すエリアである。 

下記の赤枠で囲った地区について、次項以降でそれぞれの地区におけるボトルネックについてに記述する。 

 

蒲郡地区

大
塚
・
御
津
地
区

神
野
地
区

田原地区

１２

高潮浸水想定の差

 

図- 1.6.1 三河港 R3 年度と H26 年度の高潮浸水想定の差



1. 高潮浸水想定の見直し 

1.6 被害想定に対する新たなボトルネック 
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1.6.2 蒲郡地区 

【ボトルネック】 

・港湾利用者の一部の施設において、H26年度の想定以上に浸水する。 

・H26年度の想定以上に臨港交通施設（道路）が浸水することで、港湾利用者の避難が困難になる懸念や応急復旧の遅れや貨物ルート断裂に

なる可能性がある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図- 1.6.2 三河港被害想定に対する新たなボトルネック 蒲郡地区 

国道23号

港湾利用者の施設

浸水想定 (H26)



1. 高潮浸水想定の見直し 

1.6 被害想定に対する新たなボトルネック 
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1.6.3 大塚・御津地区 

【ボトルネック】 

・H26年度の想定以上に臨港交通施設（道路）が浸水することで、港湾利用者の 

避難が困難になる懸念や応急復旧の遅れや貨物ルート断裂になる可能性がある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図- 1.6.3 三河港被害想定に対する新たなボトルネック 大塚・御津地区 

 

港湾利用者の施設

港湾利用者の施設

農業地帯

住宅地
差

浸水想定 (H26)



1. 高潮浸水想定の見直し 

1.6 被害想定に対する新たなボトルネック 
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1.6.4 神野地区とその背後地 

【ボトルネック】 

・H26年度の想定以上に臨港交通施設（道路）が浸水することで、港湾利用者の避難が困難になる懸念や応急復旧の遅れや貨物ルート断裂に

なる可能性がある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図- 1.6.4 三河港被害想定に対する新たなボトルネック 神野地区とその背後地 

農業地帯

農業地帯

差

浸水想定 (H26)



1. 高潮浸水想定の見直し 

1.6 被害想定に対する新たなボトルネック 
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1.6.5 田原地区_1 

【ボトルネック】 

・港湾利用者の一部の施設において、H26年度の想定以上に浸水する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図- 1.6.5 三河港被害想定に対する新たなボトルネック 田原地区_1 

 

港湾利用者の施設

浸水想定 (H26)



1. 高潮浸水想定の見直し 

1.6 被害想定に対する新たなボトルネック 

 

 

【
三
河
港

BCP
港
湾
物
流
編
】
附
属
資
料

 
添
付
資
料
 
1
7
 

1.6.6 田原地区_2 

【ボトルネック】 

・港湾利用者の一部の施設において、H26年度の想定以上に浸水する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図- 1.6.6 三河港被害想定に対する新たなボトルネック 田原地区 

 

 

港湾利用者の施設

浸水想定 (H26)



1. 高潮浸水想定の見直し 

1.7 ボトルネックの項目や内容と解決策の修正 
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1.7 ボトルネックの項目や内容と解決策の修正 

R３年度の浸水想定の公表に伴う課題点とその対応について以下に整理した。 

 

〇R3年度と H26年度を比較することで抽出されたボトルネック 

・港湾利用者の一部の施設において、H26年度の想定以上に浸水する。 

・ H26年度の想定以上に臨港交通施設（道路）が浸水することで、港湾利用者の 

避難が困難になる懸念や応急復旧の遅れや貨物ルート断裂になる可能性がある。 

 

〇R３年度の浸水想定更新に伴う課題点とその対応 

課題：港湾利用者の一部の施設において、高潮浸水想定が高くなっている点 

港湾利用者の施設のボトルネックとして、「高潮」による浸水被害が定義されていないため、 

「高潮」による浸水被害を新たに定義した。 

 

課題：臨港交通施設（道路）の高潮浸水想定が高くなっている点 

臨港交通施設（道路）の高潮浸水想定が高くなるが、臨港交通施設（道路）のボルネック

はすでに定義され、その解決策も検討されている。 

 

課題：臨港交通施設（道路）の高潮浸水想定が高くなることで、港湾利用者が避難できな

くなる点 

港湾利用者の施設に関するボトルネックと解決策について、浸水想定や道路断絶のボトル

ネックを定義し、それらを加味した早期避難を行う解決策の追記した。 

 

表- 1.7.1 修正したボトルネックの定義と解決策(一部抜粋) 

 
※赤字が R３年度の浸水想定公表に伴う追記箇所 


